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はじめに

　介護等体験は1998年度入学者より実施され

ているが，本学では2005年度より事前・事後

学習を半期の授業として行っている。授業には，

事前学習として体験の心構えや高齢者・障がい

児の理解，施設・学校教職員の方からの講義を

含む高齢者施設や特別支援学校の理解に向けた

内容などが盛り込まれている。また，事後指導

としては，履修者同士で体験を語り合い振り返

る機会などを設けている。

　入江（2008）は，体験を語ることなどにより，

体験を振り返り意味づけることの重要性を指摘

している。そして体験を通じた学びとして以下

の３点を挙げている。

①　障がい者や高齢者に対する気持ちやイ
メージの変化

②　「コミュニケーション」の大切さへの気
づき

③　感謝される喜びと自分の有用感
　同年代の均質な世界での体験が中心となる学

生生活において，介護等体験は想像力とコミュ

ニケーション力を問われる体験となり，それは

介護等体験の大きな意義と言える。さらに荻野

（2016）は事後学習としての振り返りレポート

を分析し，履修学生の学びを以下の５点に整理

した。

　①　高齢者・障がい者と接する体験からの学び
　②　人との接し方についての学び
　③　スタッフ・教員からの学び

　④　人間としての成長
　⑤　教師としての資質向上
　そしてこれらの基盤になっているのは，多様

な人とのかかわりのなかからコミュニケーショ

ンの重要性を「体験」として理解したことであ

り，その「実感」が自尊感情を高めることにつ

ながると考えられる。

　学びの効果は事前事後指導の授業の中でもみ

てとることができる。本学では，授業の履修は

体験に必須としており，体験時期は学生それぞ

れで異なるものの社会福祉施設での体験を含む

学期に履修することとしている。体験の前後で

は，授業内のディスカッションへの取り組み姿

勢も変わってくることを実感している。学部学

科が異なり普段は顔を合わせることのない学生

同士であっても，共通の体験をもつことで話を

深めていくことができるようになる。また，体

験で出会う多様な人々と比べて同じ大学で同じ

く教職課程を履修する学生同士は均質性が高い

ように改めて感じるのかもしれない。同じ教職

を目指す学生同士が，介護等体験のテーマから

教師としての資質向上に向けた内容へと掘り下

げた話し合いを行っている。

　本稿は，学生同士のディスカッションに焦点

をあて，ディスカッションからどのような学び

があったか，そして学びを深める上でディス

カッションにどのような意義や役割があるかを

検討することを目的とする。

　ディスカッションではまず，学生たちは施

設・学校教職員からの講義を中心に授業での学
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びを確認し，感想を共有する。そのうえで体験

を終了した学生が自分の体験の振り返りを語

る。そして一部の体験日程をまだ終了していな

い学生は，体験した学生の語りを踏まえ，改め

て体験に向けて目標や心構えを語る。最後に授

業での学びを含めて，体験を教員になるうえで

どのように活かすかを全員で話し合う。話し合

い中グループのうちの一人が内容を記録し，ま

た終了後は各自がディスカッションからの学び

をまとめる。この記録から得られた学生たちの

学びを以下に整理する。

１．高齢者との関わり

　本学が体験先としてお世話になっている社会

福祉施設は，横浜市の地域ケアプラザである。

地域ケアプラザは，地域における福祉・保健の

拠点として設置されている横浜市独自の施設で

ある。そこでの体験内容は施設により異なるが，

デイケアへの参加をはじめ高齢者の方々とコ

ミュニケーションをとることは体験の大切な柱

となっている。利用者のなかには認知症の方も

含まれるため，事前学習では認知症に関する基

礎的な知識や，認知症の方とのコミュニケー

ションについて学んでいる。そのうえで体験に

参加し，学んだこととして語られた内容には，

以下の記述がみられている。

（1） 実際に「接する」ことの大切さ
　「自分の体験も，他の人の体験談も共通して
いたのは『想像していたのと現実は違う』とい
うことだ。施設は思っていたより明るく楽しい
雰囲気だった。知らないことがマイナスのイ
メージにつながることがわかった」
　高齢者や高齢者施設と接する経験のなさが理

解の不足，ネガティブなイメージにつながって

しまうことの気づきがみられている。

　「頭で理解していても行動できなくては意味
がないことがわかった」
　「施設の空気や利用者の世界はそれぞれであ
り，それになじむまでは大変だった」

　事前学習で知識を身に付けて体験に参加して

いても，実際に高齢者とコミュニケーションを

とろうとしてとまどうことは多い。知識も大切

だが「体験する」ことの大切さ，意義が実感さ

れていることがわかる。

（2） スムーズな会話のための工夫
　「笑顔を絶やさず会話をすると相手にも喜ん
でもらえることがわかった」
　「あいさつ，自己紹介は何回も行った。名札
を見せたり，耳元で話すなどの工夫が必要だと
思った」
　「ニュース・新聞を見ておき，今日はどんな
日かなど，話のネタを用意しておくことで話が
うまくできた」
　「何度も同じ話を聞くこともあるが，相手の
気持ちを考えながら聞くことが大切だとわかっ
た」
　「いやな気分になる話題があったときも上手
に話題を変えるようにした」
　「戦争体験の話を聞くことがある。自分は社
会科教師を希望しており，勉強という気持ちで
聞いている」
　さらに，「利用者の趣味や好きな話題（例え
ばプロ野球，サッカーなど）を知ってメモして
おき，次の回には簡単に話題を用意していくと
会話が弾んだ」という学生の話は他の学生も感

心したエピソードである。

　ディスカッションにおいて最も活発に議論さ

れているのは，高齢者とのコミュニケーション

における構えや具体的な工夫などである。こう

したエピソードは，講義やレポートなどには表

れにくい具体的な経験知といえるが，その共有

にディスカッションは効果的であることを改め

て確認することができる。

（3） 「みなが楽しむ」ための工夫
　ケアプラザの体験では，デイケアで実施する

レクリエーションを学生が考え，実施すること

がある。「参加する高齢者の方みなが楽しめる

内容を考えることは難しい」と感じる学生もい

る。



─ 263 ─

介護等体験からの「学び」

相手に楽しんでもらうためには，まず相手の理

解が必要となる。個々の興味関心や心身の状態

を把握し，安全に配慮しつつ，一方集団として

のまとまりも視野にいれなくてはいけない。ま

た自分の得意なこと，特技を活かした内容を考

えることが改めて自己理解の機会になる学生も

多い。この経験は「生徒全員が理解できる授業

をつくることにつながる」という気づきにもつ

ながっている。

２．特別支援学校の子どもたちとの関わり

　社会福祉施設での体験のみを行う学生がいる

ため，全員が特別支援学校で体験を行うわけで

はない。そこで特別支援学校教職員による講義

や，体験学生の話を聞きディスカッションを行

うことは特別支援学校での体験を行わない学生

にとって大切な学びの機会となる。またこれま

で，特別支援学校での体験がきっかけとなり特

別支援教育の道に進む学生も少なからずおり，

介護等体験の枠にとどまらない貴重な経験に

なっている。

　「特別支援学校の子どもたちの障がいの程度
は個人で大きく異なり，その子どもが何に困っ
ていて何が必要なのかを常に考え，一人一人に
合わせた授業や取り組みが行われていることが
わかった」
　「障がいが重い子には特に表情やしぐさをよ
く観察し，その子が伝えようとしていることを
感じ取ることが大切という話を聞き，教師とし
て生徒を理解する上で必要な力だと思った。生
徒の小さな変化をとらえて今後の学習活動に活
かしたり，非行・いじめ等の早期発見にもつな
がる力だと思う」
　「聴覚に障がいがある子は，自分の口を見て
会話をしようとするのでよりはっきり口を動か
して話すように心がけた」
　「視覚障がいのある子どもたちは，点字の読
み書きや協力し合って運動会を行うなど，思っ
ていたより自立しており，必要な部分をサポー

トすることが大切と感じた」
　「ろう特別支援学校では，いすを引くときの
音がノイズになるためそれを防ぐためにいすの
足にテニスボールがついている。またチャイム
がなると同時にランプが光るなどの配慮を知る
ことができた」
　特別支援学校の体験からは，一人一人をより

丁寧に理解し接していく姿勢に加えて，その子

どもに必要な支援や教育について考え，また環

境的な配慮に対する気づきの機会になっている

ことがわかる。

　「先生が児童から手話を教えてもらっている
場面を見たという話を聞いて心が温かくなっ
た」
　教師が一方向的に教えるだけでなく教えられ

る姿を見ることにより，教育の相互性への気づ

きが得られたエピソードである。

３．「コミュニケーション」への理解の深
まり

　「認知症の方と接するには聞くことが大切。
思いやりや寛容の心をもって接することが必要
だと思った」
　「自分から心を開き積極的に話しかけたり行
動することが大切だとわかった」
　「言葉も，自分の理解でなく，相手が理解し
やすい言葉を選ばなくては伝わらないことを感
じた」
　「相手とコミュニケーションをとるには，自
分のことを知ることが大切。自分の長所はコ
ミュニケーションのネタになり，短所は行動す
るときに気を付けるべき点になる。」
　現代教師養成研究会（2009）は，教師の仕事

の基本は「人間理解とコミュニケーション能

力」であり，介護等体験がその気づきにつなが

るとしている。入江（2008）も指摘するように，

コミュニケーションへの理解の深まりは，教師

に限らず社会人として人間としてこの体験が意

味のあるものと学生たちに実感されている。
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４．「ディスカッション」の意味

　「同じ講義を受けていても，人によって違う
意見や捉え方があることがわかった」
　「ディスカッションにより新しい視点で講義
資料を見直すことができた」
　「自分はこれから社会福祉施設の体験に行く
が，すでに体験に行った人の話を聞いて，不安
が軽減された。授業で習ったとおりのこともそ
うでないこともあったが両方を含めてよい体験
だったという話があり，自分も終了後にそう話
せるようになりたい」
　上記の記述からは，ディスカッションによる

振り返りは講義内容を改めて確認するだけでな

く，内容をより多面的にとらえ直す機会になっ

ていることが示されている。また，ディスカッ

ションでのやりとりは，レポートに記述するよ

り具体的な経験知に基づく内容が多く，とくに

知識・定説通りでない経験を伝え合うことが理

解の共有を助けるものと思われる。

考察

　以上，ディスカッションによる介護等体験振

り返りの学びについて整理してきた。

　福伊（2018）は，介護等体験における体験と

学びの構造について，３次元モデルを提案して

いる。まず第１次元「学びの領域」として介護

等体験特例法が示す介護等体験の目的を踏まえ

７つの基準からなる３点を挙げている。

　①　人間観の構築
基準１：人間一人ひとりの存在，あり方，

およびその多様性を理解し，尊重できる

　②　社会連帯への気づきと職業観の構築
基準５：インクルーシブ教育や，そのリ

ソースについて理解している

基準６：共生社会という社会のあり方に

ついて理解している

　③　支援するものとしての自己構築
基準２：カウンセリングマインドをもっ

て人と関わることができる

基準３：子どもたちの多様な教育的ニー

ズについて理解することができる

基準４：多様なニーズに対して適切な支

援を考えることができる

基準７：子どもたちがそれぞれを尊重し

あい，生かしあえるように工夫できる

　第２次元では「体験の内容」を，①事前学習

による構えづくりや講話，疑似体験，②見学・

観察・環境整備等の業務補助，③交流（話し相

手・散歩の付き添い等），④介護・介助の４段

階のレベルに分類している。

　さらに第３次元では「支援資質の深まり」と

して，①様々な人と出会う，②人への感受性を

磨く，③その場その人にふさわしいコンテキス

トに根差した支援を試みるといった段階を経る

ことを示している。

　今回整理された学びをモデルにあてはめてみ

ると，第１次元：「学びの領域」においては，

３つの領域のうち③支援する者としての自己構

築に関わる記述が多い。とくに基準２，３，４に

あるような，個性，多様性への理解およびそれ

を踏まえた支援についての学びがディスカッ

ションにより深められていると考えられる。ま

た，第２次元：「体験の内容」は，４段階のう

ち３段階すなわち事前学習，業務補助，交流ま

でが主であり，介護・介助を直接行うことは多

くはない。しかし，第３次元：「支援資質の深

まり」においては，①出会い，②感受性，③コ

ンテキストに根ざした支援へと，支援資質が深

まっていることが読み取れる。

　すなわち，今回の整理を福伊（2018）のモデ

ルにあてはめると，体験内容としては実際の介

護を行うなどの体験レベルは深くなくとも，

ディスカッションを含めた振り返りを丁寧に行

うことにより，特に支援者としての自己構築に

おいて支援資質を深化させる可能性が示唆され

ている。教員の資質の基本となる人間理解やコ

ミュニケーション能力の育成において，介護等

体験および事後指導におけるディスカッション
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による振り返りの意義は大きいと考えられる。

一般化には慎重にならなくてはいけないが，今

回の知見を今後さらに確認をするとともに，今

回あまり触れられなかった，モデルのうち①人

間観の構築や②社会連帯への気づきと職業観の

構築についての学びについても検討することを

課題としたい。
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